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北越紀州製紙株式会社との総合技術提携の効果の見通しについて 

 

 当社と北越紀州製紙株式会社は平成 24 年 11 月 14 日に総合技術提携基本契約を締結、

同日総合技術提携委員会を設置し、基本的に相互に有益となるテーマの選定およびその  

効果の試算を行ってまいりました。 

 

 総合技術提携委員会は、抄紙技術部会、パルプ技術部会、ユーティリティ部会、個別課

題検討部会の 4 部会で構成しており、現時点まで両社が取り組むべき課題に関して協議を

重ねてまいりました。 

 抄紙･パルプ･ユーティリティの 3 部会は、平成 18 年に両社間で締結した技術提携の深

化･発展･拡大を目的とし、塗工紙およびパルプの製造技術面だけでなく、その対象範囲を

両社が共通して製造する製品全般および各工場の運営技術の分野にまで拡大しております。 

 加えて個別課題検討部会では、相互 OEM、交錯物流改善、原燃料の相互融通等による 

コスト削減をはじめ、両社相互に有益となるテーマに取り組んでまいります。 

 

 現時点における両社の具体的取り組み開始に際し、当社において平成 25～27 年度 3 年

間累計では約 35 億円、内 3 年目の平成 27 年度に約 17 億円のコスト削減を主とする効果

が見込まれます。 

 今後も両社で相互に有益となるテーマの抽出を継続していくとともに、現時点で選定し

たテーマを掘下げて取り組むことによりさらなる効果を発現させ、両社の企業価値の向上

に努めてまいります。 
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